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園児および町

民の防火意識

の 高 揚 を 図

り、12 月 26

日にくわこば

保育園園児に

よる「幼年消防クラブ防火パレード」が行われま

した。園児は「火の用心！」と大声をあげて拍子

木を打ち鳴らし、桑古場地区をパレードしました。

　

12
月
22
日
に
、「
タ
ロ
フ
ェ
ス
」
が
焱
の

博
記
念
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

芸
術
家
・
岡
本
太
郎
氏
に
よ
っ
て
焱
の
博

記
念
堂
に
建
て
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
花

炎
」
を
は
じ
め
と
し
た
作
品
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
は
「
タ
ロ
ウ
と
縄
文
と
子
ど
も
た
ち
」

と
題
し
、
岡
本
太
郎
が
愛
し
た
縄
文
文
化

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
企
画
を
実
施
。

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
縄
文
を
テ
ー
マ
に

有
田
の
子
ど
も
た
ち
が
花
炎
の
周
り
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
た
映
像
作
品
「
ジ
ョ
ー

モ
ン
パ
フ
ォ
ー
!!
」
と
国
際
映
画
祭
の
常

連 

山
岡
信
貴
監
督
が
制
作
し
た
全
国
上
映

作
品
「
縄
文
に
ハ
マ
る
人
々
」
を
上
映
。

　

ま
た
、
タ
ロ
ウ
マ
ル
シ
ェ
も
同
時
開
催

さ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今月の PICK UP NEWS !!

タロウが愛した縄文文化を知る

１有田の子どもたちが縄文をテーマにパフォーマンスを行った「ジョーモ
ンパフォー !!」。映像は You Tube で公開されていますので、ぜひ「ジョー
モンパフォー !!」と検索してご覧ください / ２会場は有田工業高校生によ
る縄文をテーマにした作品で装飾されました / ３来場者は映像を楽しんだ
後、マルシェで食事や買い物を楽しんでいました

３２

１
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ま ち の 話 題

１
６

平成 31 年有田町消防出初式
防火・防災への決意新たに

▲団員は各分団に分かれて分団長の指揮で整列し、町長、副
町長、団長などが巡回・点検しました。

　

消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚

と
町
民
の
防
火
思
想
の
普
及

を
目
的
と
し
て
、
有
田
町
消

防
出
初
式
が
焱
の
博
記
念
堂

で
執
り
行
わ
れ
、
消
防
団
員

４
３
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者

や
優
良
機
械
班
を
表
彰
。

　

式
典
終
了
後
は
、
歴
史
と

文
化
の
森
公
園
芝
生
広
場
で

観
閲
式
や
小
隊
訓
練
が
行
わ

れ
、
団
員
は
引
き
締
ま
っ
た

表
情
で
規
律
正
し
く
整
列
し

ま
し
た
。

12
23

WORLD 忘年会
有田のお母さんの味に舌鼓

▲参加者は、町内の女性ボランティアの皆さんが作られたおい
しい料理に会話も弾み、異文化交流を楽しんでいました。

　

異
文
化
交
流
を
目
的
と
し

て
、「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
忘
年
会
」（
陶

都
有
田
国
際
交
流
協
会
主
催
）

が
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
町
内

企
業
な
ど
に
勤
め
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国

な
ど
の
出
身
者
や
町
民
な
ど
、

約
70
人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
、
お
で
ん
な
ど
の

日
本
の
家
庭
料
理
を
食
べ
、
母

国
の
歌
の
披
露
や
皿
踊
り
な

ど
、
有
田
町
で
の
ク
リ
ス
マ
ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
７

新年賀詞交歓会
民間と行政の融和を図って

▲来賓や関係者などによる鏡開きが行われ、会場は大変にぎ
わいました。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

企
業
や
行
政
関
係
者
お
よ
び

関
係
機
関
な
ど
の
融
和
を
図

る
た
め
、
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
大
有
田
焼
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
１
月

３
日
に
名
刺
交
換
会
と
し
て

行
っ
て
い
た
も
の
で
、
今
回

も
有
田
商
工
会
議
所
と
町
の

共
催
で
実
施
。

　

企
業
関
係
者
や
行
政
関
係

者
な
ど
約
１
７
０
人
が
参
加

し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

12
30

広島東洋カープ迎コーチ 少年野球教室

目指せ！未来のプロ野球選手！

▲打撃実演を交えながら、子どもたちにも伝わりやすいよう
に簡潔な言葉で指導されている姿が印象的でした。

　

有
田
町
出
身
で
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
迎
祐
一
郎
一
軍
打

撃
コ
ー
チ
に
よ
る
少
年
野
球

教
室
が
赤
坂
球
場
で
開
催
さ

れ
、
町
内
３
チ
ー
ム
の
小
学
生

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

走
塁
、
守
備
、
打
撃
の
メ

ニ
ュ
ー
順
序
で
教
室
は
実
施

さ
れ
、
迎
コ
ー
チ
は
「
全
て

の
野
球
の
動
作
に
は
意
味
が

あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
を
理

解
し
た
上
で
、
練
習
に
取
り

組
む
よ
う
に
」
と
指
導
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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有田町成人式
新成人の皆さん、

ご成人おめでとうございます

有田中学校校区



　

平
成
31
年
有
田
町
成
人
式
が
、

１
月
３
日
、
焱
の
博
記
念
堂
で
執

り
行
わ
れ
、
町
内
で
は
２
２
７
人

（
男
１
２
３
人
・
女
１
０
４
人
）
が

新
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
や

袴
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
が
集
ま
り
、
友
人
と

の
再
会
を
喜
ぶ
声
と
笑
顔
で
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
辻
交
起
さ
ん
が
新

成
人
の
決
意
を
、
佐
藤
春
樹
さ
ん

が
答
辞
を
述
べ
、
大
人
と
し
て
の

自
覚
や
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、中
学
時
代
の
恩
師
が
、

当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
成
長
し

た
新
成
人
た
ち
を
激
励
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
小
中
学
生
時

代
の
写
真
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
思

い
出
の
ア
ル
バ
ム
」が
上
映
さ
れ
、

当
時
を
懐
か
し
ん
で
歓
声
が
上
が

り
、
会
場
は
穏
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
人
生
の
大
き
な

節
目
に
立
っ
た
喜
び
と
感
謝
の
気

持
ち
、
成
人
と
し
て
の
決

意
を
胸
に
、
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。

西有田中学校校区
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申告期間　２月 18 日 ～ ３月 15 日

■
所
得
税
の
確
定
申
告

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
に
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
そ
の
所
得
金
額
と

こ
れ
に
対
す
る
税
額
を
納
税
者
自
ら
が

計
算
・
申
告
・
納
税
す
る
こ
と
を
「
確

定
申
告
」
と
い
い
ま
す
。
確
定
申
告
が

必
要
な
方
は
次
の
通
り
で
す
。

・ 

商
業
、
工
業
、
農
業
、
医
業
な
ど
の
事

業
所
得
が
あ
る
方

・ 

不
動
産
所
得
が
あ
る
方

・ 

土
地
、
建
物
な
ど
の
売
却
収
入
が
あ
る

方
・ 

給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
方

・ 

年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
方

・ 

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い

る
方
で
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

■
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
義
務
が
な
い
方

が
、
そ
の
所
得
と
各
種
控
除
を
申
告
す

る
こ
と
を
「
住
民
税
申
告
」と
い
い
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住

所
が
あ
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

所
得
の
年
金
収
入
の
み
の
方
で
も
申
告
が

必
要
で
す
。

申告期間 対象 申告会場

平日受付
２月 18 日（月）～ ３月 15 日（金）

（３月３日以外の土曜・日曜を除く）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

休日受付
３月３日（日）

（９時～ 15 時）

東地区 　生涯学習センター南館１階　講習室

西地区 　役場町民ロビー

申告受付日程 受付時間は９時 ～ 16 時

所得税の確定申告と町県民税の申告時期になりました。

まちづくりに必要な財源は、皆さんが納める「町税」な

どで賄われています。期限を過ぎて確定申告をした場合、

延滞税や加算税が課されることがありますので、期限内

に申告と納税を済ませましょう。

申告は期間内に済ませましょう

確定申告が始まります

▲西地区会場：役場町民ロビー ▲東地区会場：生涯学習センター南館１階　講習室

※ 会場の都合上、防寒対策をお願いします。

詳しくは▶ 税務課 ☎ 46・2736
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確定申告

なぜ申告が必要なの？
　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
町
税

の
ほ
か
、
保
険
料
、
公
営
住
宅

入
居
、
国
民
年
金
免
除
申
請
、

そ
の
他
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
決
定
な
ど
の
基
礎
資
料
に

な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

収
入
が
な
い
方
で
も
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な

ど
非
課
税
の
年
金
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
を
し
な
い
と
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

○
医
療
費
の
限
度
額
認
定
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
受
け
ら
れ

な
い

○
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が
か
か
ら

な
い
ま
ま
課
税
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
方
に
不
利
益
な
こ
と
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

確定申告書の提出には、

マイナンバーの記載が必要です！

平成 28 年分以降の申告には、

マイナンバーの記載
＋

申告者ご本人の本人確認
書類の提示または写しの
添付が必要です。

※扶養親族などがいる方は、当該扶養親族な
どのマイナンバー記載が必要です。

■マイナンバーカードをお持ちの方は
・ マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確

認と身元確認）が可能です。
・ ご自宅などから e-Tax で送信すれば、本人確認

書類の提示または写しの提出が不要です。

　

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
税
申
告
が
必
要
で
な
い
方
▼

①
確
定
申
告
を
し
た
方

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
が

終
わ
り
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

③
収
入
が
な
く
、
同
一
世
帯
の
方
の
扶
養

親
族
の
方

※
②
に
該
当
す
る
方
で
も
雑
損
、医
療
費
、

社
会
保
険
料
、
そ
の
他
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
で
持
っ
て
く
る
も
の

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
詳
し
く
は
上
記
に
記
載
）

・ 

印
鑑

■マイナンバーカードをお持ちでない方は
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
・ 通知カード
・ 住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マ

イナンバーの記載があるもの）

などのうちいずれか１つ

《記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類》

・ 運転免許証　・  公的医療保険の被保険者証
・ パスポート　・  身体障害者手帳
・ 在留カード　　　　　などのうちいずれか１つ

■詳しくは
国税庁ホームページ

「社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉について」

・ 

本
人
名
義
の
口
座
番
号
（
通
帳
）

・ 

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ
」
の
は
が
き

・ 

給
与
収
入
の
方
は
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）

・ 

年
金
収
入
の
方
は
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
（
原
本
）

・ 

そ
の
他
所
得
が
わ
か
る
書
類

・ 

国
民
年
金
を
納
め
た
方
は
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書

・ 

生
命
保
険
料
控
除
、地
震
保
険
料
控
除
、

旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
控
除
証
明
書

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ

に
記
載
）

・ 

そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

＋
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申告期間　２月 18 日 ～ ３月 15 日

■
社
会
保
険
料
控
除

　

国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
、
平
成
30
年

■
確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

平
成
30
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
付
▼

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

平
成
30
年
分
の
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
付
▼

４
月
１
日
（
月
）
ま
で

確
定
申
告
相
談
会
場
開
設
期
間
▼

２
月
18
日
（
月
）
か
ら

受
付
時
間
▼
９
時
～
16
時

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

※
申
告
相
談
の
受
け
付
け
は
、
原
則
と
し

て
16
時
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、
受
付

終
了
間
際
は
大
変
混
雑
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
申
告
会
場
に
お
い
て
は
、
混
雑

状
況
な
ど
に
よ
り
受
け
付
け
を
早
め
に

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申

告
書
の
作
成
は
、
ご
自
宅
な
ど
か
ら

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（http://w

w
w

.

nta.go.jp/

）
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
告
書
を
書
面
で
提
出
さ
れ
る

方
は
、
郵
送
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

伊
万
里
税
務
署
よ
り
お
知
ら
せ

中
に
納
め
た
金
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
申
告
の
際
に
、
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。

・ 

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
で
納
め
た

保
険
料
は
、
１
月
下
旬
に
年
金
事
務
所

よ
り
送
付
さ
れ
る
年
金
の
「
源
泉
徴
収

票
」
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・ 

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
で
納
め
た
保
険
料
は
、
納
付
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
「
納
付
額
確
認
書
」

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
納
付
額
確
認
書

は
税
務
課
ま
た
は
東
出
張
所
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

◆
一
時
所
得
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
一
時
金
ま
た
は
満
期
返
戻
金
な
ど
）
や

雑
所
得
（
生
命
保
険
会
社
の
個
人
年
金
）

も
申
告
が
必
要
で
す
。

■
医
療
費
控
除

　

平
成
30
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た

金
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
健
康
保
険
や
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
」
に
は
、
生
命
保
険
会
社
な

ど
か
ら
支
払
い
を
受
け
た
金
額
の
ほ
か
に

後
期
高
齢
者
医
療
や
国
民
健
康
保
険
制
度

の
「
高
額
療
養
費
」
も
該
当
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
中
に
「
高
額
療
養
費
」
の
支

給
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
申
告
の
際
、「
高

額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
に
つ
い
て

　

各
自
で
平
成
30
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
を
取
り
ま
と
め
て
明
細
書
を
作
成
し
、

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
明
細
書
の
記
入
内
容
の
確
認
の
た

め
、
確
定
申
告
期
限
等
か
ら
５
年
間
、
税

務
署
か
ら
領
収
書
の
掲
示
ま
た
は
提
出
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
領
収
書

は
ご
自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
の
明
細
書
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

・ 

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課　

☎
43
・
２
１
８
２

■
障
害
者
控
除

　

満
65
歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
が
、
介
護
保

険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
場
合
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば

「
障
害
者
に
準
ず
る
者
」
と
し
て
、
所
得

税
・
住
民
税
上
の
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

判
断
基
準
日
▼
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

年
の
12
月
31
日
現
在

認
定
書
の
申
請
方
法
▼

健
康
福
祉
課
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
書
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

税
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

・ 

介
護
認
定
に
関
す
る
こ
と

健
康
福
祉
課　

☎
43
・
２
１
７
９

医療費控除額

平成 30 年中に支払った
 医療費の総額

健康保険や保険金などで
補てんされる金額

10 万円
※合計所得が 200 万円

　   以下の方は所得の５%
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確定申告

自宅で申告書を作成してい
たら、ちょっと分からない
ことがあるんだけど、どこ
に聞けばいいかな？

申告に関するご質問や必要
な書類の確認などは、お電
話で問い合わせることがで
きます。

■
確
定
申
告
な
ど
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
電
話
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す

【
伊
万
里
税
務
署
】

☎
23
・
３
１
４
７

　

自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ご
用
件
に
応
じ
て
番
号
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。（
３
月
15
日
ま
で
開
設
）

・ 

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
の
方

→
「
０
」
番
を
プ
ッ
シ
ュ

・ 

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
の
方

→
「
１
」
番
を
プ
ッ
シ
ュ

・ 

伊
万
里
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
方

→
「
２
」
番
を
プ
ッ
シ
ュ

・ 

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
相

談
の
方　
　

→
「
３
」
番
を
プ
ッ
シ
ュ

　この控除を受けるためには、所得税の確定申告を行う必要があります。給与所得者については、確

定申告をした年分の翌年以降については、年末調整でこの特別控除の適用を受けることができます。

住宅借入金等特別控除に関するお知らせ

【新築住宅の場合の適用条件】
面積制限▶床面積 50 ㎡以上

居住割合▶自己の居住用割合が２分の１以上

居住要件▶住宅取得後６カ月以内に入居し、控除を受

ける年の 12 月 31 日まで引き続き住んでいること。

借入要件▶住宅ローンの返済期間が 10 年以上

所得要件▶控除を受ける年の合計所得が 3000 万円以

下であること。

他の特例規定との重複適用▶

　居住年とその前後２年ずつの５年間の間に、住居用

財産を譲渡した場合の 3000 万円特別控除などの譲渡

所得の特例の適用を受けていないこと。もしくは受け

～ 平成 30 年中に住宅を新築・増改築・購入された方へ ～

る予定でないこと。

※中古住宅および増改築の適用条件はお尋ねくださ

い。

　左記の住宅に関する適用条件を満たし、敷地につ

いても返済期間 10 年以上の住宅ローンで取得した場

合の敷地に関する一般的な適用条件は下記①②の通

りです。

①住宅とその住宅の敷地を同時に取得した場合の借

入金

②家屋を新築する前２年以内に敷地を先に取得し、そ

の土地の取得に充てる借入金

必要書類 備考（書類の取扱機関など）
住宅取得資金に係る

借入金の年末残高証明書
金融機関など

建物の登記事項証明書
法務局

共有の場合も 1 通でよい
建物の工事請負契約書の写し
または建物売買契約書の写し

住宅借入金等特別控除額の
計算明細書

税務署または役場税務課

補助金などの額を明らかに
する書類の写し

補助金などの交付を
受けた場合のみ

給与の源泉徴収票
（給与所得者の場合）

勤務先

※住宅の取得および敷地の取得に関する住宅

ローンがある場合、左記必要書類に加えて、

「土地の登記事項証明書」および「土地の売

買契約書の写し」が必要です。

※認定長期優良住宅を取得された場合、左記

の必要書類に加えて次の書類を添付すれば、

控除される税額が優遇されることがありま

す。

・ 長期優良住宅建築等計画の認定通知書の写し

・ 「住宅家屋証明書の写し」または、「認定長期

優良住宅建築証明書」

借入金等
特別控除
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新
年
席
書
会

特　

選

松
尾　

京
香  　
（
有
田
小
１
年
）

橋
口　

舞
優  　
（
中
部
小
２
年
）

德
久　

莉
央  　
（
中
部
小
３
年
）

池
田　

琉
海  　
（
中
部
小
４
年
）

古
川　

和
佳  　
（
曲
川
小
５
年
）

引
田　

天
音  　
（
中
部
小
６
年
）

篠
原
日
菜
子
（
武
雄
青
陵
中
２
年
）

入　

選

松
尾　

淳
平　

  （
中
部
小
１
年
）

澁
谷　

咲
樂　

  （
中
部
小
２
年
）

田
澤　

音
芭  　
（
有
田
小
２
年
）

澁
谷　

咲
慧  　
（
中
部
小
３
年
）

柴
田
瑛
太
朗  　
（
有
田
小
３
年
）

齊
藤　

二
葉  　
（
中
部
小
３
年
）

正
司　

浩
大  　
（
有
田
小
４
年
）

池
田　
　

望  　
（
中
部
小
５
年
）

江
本　
　

葵  　
（
曲
川
小
６
年
）

正
司
佳
桜
子 

（
武
雄
青
陵
中
１
年
）

入
賞
者
（
敬
称
略
）

１
月
５
日
に
焱
の
博
記
念
堂
で
「
新
年
席
書
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
60
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
上
位
入
賞
作
品
と
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
長
賞
有
田
中
部
小
学
校 

５
年　

塚
本　

真
央

町
長
賞

有
田
中
部
小
学
校 

３
年　

金
岩　

成
美

本
文
も
立
派
で
、
ま
た
名
前
も
上
手
で
す
。

　

今
年
の
参
加
者
数
は
例
年
と

大
き
く
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
１
年
生
と
中
学
生
の

参
加
者
が
各
４
人
と
少
な
く
、
残

念
で
し
た
。

　

全
体
的
に
作
品
は
良
く
書
け

て
お
り
、
特
に
名
前
が
上
手
で
入

れ
方
も
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

審
査
委
員
長
　
永
田 

博
康

講
評

１
年
生
「
ふ
ゆ
」

２
年
生
「
は
つ
日
」

３
年
生
「
生
き
る
力
」

４
年
生
「
新
し
い
年
」

５
年
生
「
福
来
た
る
」

６
年
生
「
笑
門
来
福
」

中
学
生
「
大
願
成
就
」

一
般
「
春
風
入
萬
物
」

課
題

用
紙
に
対
し
た
字
の
大
き
さ
が
明
る
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。



町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

　

日
本
遺
産
を
舞
台
に
日
本
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
芸
能
を
通
じ
て
、
楽
し
く
伝
統
文
化

に
触
れ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
日
本
遺
産
×
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａ

ｒ
ｔ
」
の
有
田
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

有
田
町
を
含
む
佐
賀
県
、
長
崎
県
の
８

市
町
は
「
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 
肥
前

～
百
花
繚
乱
の
や
き
も
の
散
歩
～
」
と
し

て
、
平
成
28
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
泉
山
磁
石
場
や
有
田
内
山
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
含
む
８
市
町
の

史
跡
や
景
観
、
建
造
物
な
ど
の
文
化
財
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
▼
３
月
９
日
（
土
）　

13
時
～

場
所
▼

香
蘭
社
赤
絵
町
工
房
、
泉
山
磁
石
場

内
容
▼
日
本
遺
産
ト
ー
ク
、地
域
芸
能
（
皿

踊
り
）、【
旅
人
（
進
行
）】
ユ
ー
ジ
さ
ん
、【
講

談
】
神
田
真
紅
さ
ん
、【
和
太
鼓
】
三
浦
公

規
さ
ん
、【
津
軽
三
味
線
】
浅
野
祥
さ
ん

主
催
▼
文
化
庁
、（
公
社
）
日
本
芸
能
実

演
家
団
体
協
議
会

※
詳
し
く
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
報
有
田
３

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
た
か
ら
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
日
本
遺
産

×
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ  

Ａ
ｒ
ｔ
」
有
田
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す

日本
遺産

■
皿
踊
り
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
、
泉
山
磁
石
場

に
て
披
露
す
る
皿
踊
り
を
踊
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
条
件
▼

・ 

町
民
ま
た
は
町
内
で
勤
務
し
て
い
る
方

・ 

屋
外
で
皿
踊
り
が
で
き
る
、
健
康
で
元

気
な
方

※
当
日
は
足
場
が
悪
い
中
で
の
披
露
に

な
り
ま
す
。

・ 

２
月
28
日
（
木
）
の
19
時
か
ら
実
施
予

定
の
説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

募
集
期
間
▼
２
月
21
日
（
木
）
ま
で　

定
員
▼
25
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

雨
天
時
は
会
場
と
人
数
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

応
募
方
法
▼
商
工
観
光
課
へ
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
▼
ち
ろ
り
ん
浴
衣
・
足
袋
・
ぞ

う
り
（
赤
い
鼻
緒
）
は
、
必
ず
個
人
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
髪
飾
り
・
帯
・
襦
袢
・

皿
は
町
で
準
備
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

商
工
観
光
課　
　
　
　

☎
46
・
２
５
０
０

　

こ
の
た
び
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

に
向
け
て
、有
田
町
を
含
む
５
市
６
町（
長

崎
県
佐
世
保
市
、
平
戸
市
、
松
浦
市
、
西
海

市
、
東
彼
杵
町
、
川
棚
町
、
波
佐
見
町
、
小

値
賀
町
、
新
上
五
島
町
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
）

は
、
１
月
12
日
、
佐
世
保
市
体
育
文
化
館

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
佐
世
保
市
と
連

携
協
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

連
携
中
枢
都
市
圏
と
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
社
会
に
圏
域
全
体
で
対
応
し
、

活
力
あ
る
社
会
経
済
の
維
持
を
図
ろ
う

と
す
る
取
り
組
み
で
、
平
成
26
年
度
か
ら

国
が
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
佐
世
保
市
を
中
心
に
、
連
携

協
約
を
締
結
し
た
５
市
６
町
が
連
携
し

て
「
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策

定
に
向
け
た
協
議
を
進
め
、
平
成
30
年
度

内
の
「
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
」
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
の
名
称
▼

西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏

目
的
▼

相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
圏
域

の
中
心
都
市
（
佐
世
保
市
）
が
近
隣
の
市

町
村
と
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子

「
西
九
州
さ
せ
ぼ
広
域
都
市
圏
」
の

連
携
協
約
を
締
結
し
ま
し
た

市町
連携

高
齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の
圏
域
人

口
を
有
し
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持

す
る
た
め
の
拠
点
を
形
成
す
る
も
の
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

▶
５
市
６
町
の
首
長
が
手
を
取
り
合
い
、
活
力

あ
る
社
会
経
済
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。（
右
端
が
松
尾
佳
昭
町
長
）

ARITA 2019.211



行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

■
上
本
遺
跡
め
ぐ
り

　

～
親
子
で
地
区
の
価
値
を
知
る
～

　

上
本
地
区
は
平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
を
受

け
、
地
区
の
親
子
を
対
象
に
、
上
本
遺
跡

め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
地
区
の
遺
跡
を

知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

約
80
人
の
住
民
が
参
加
し
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
形
式
で
、
楽
し
く
地
区
の
歴
史

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

宝くじ
助成

を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、

地
区
の
人
た

ち
が
一
堂
に

会
す
る
こ
と

で
、
絆
を
強

め
る
き
っ
か

け
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

有
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
乗
車
無
料
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

免
許
返
納
を
ご
検
討
の
方
や
ま
ず
は

乗
っ
て
み
た
い
方
、
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご

乗
車
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
▼

３
月
23
日
（
土
）
～
４
月
５
日
（
金
）

対
象
者
▼
ど
な
た
で
も

有
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

無
料
乗
車
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

公共
交通

運
賃
▼
通
常
大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も

１
０
０
円
→
期
間
中
無
料

　

ま
た「
バ
ス
停
の
時
刻
表
が
知
り
た
い
」

「
自
宅
近
く
の
バ
ス
停
は
ど
こ
？
」
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
の
困
っ

た
！
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

百歳祝

百
歳
祝
い

鶴
田 

シ
カ
さ
ん

　

１
月
１
日
に
鶴
田
シ
カ
さ
ん
（
広
瀬
）

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
１
月
４
日
に

介
護
付
複
合
福
祉
施
設 

パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・

有
田
で
お
祝
い
が
あ
り
、
町
か
ら
「
祝
百

寿
」
と
書
か
れ
た
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

健
康
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
、
何

で
も
食
べ
る
こ
と
」。
当
日
は
、
ご
家
族

や
入
所
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
祝
い
さ

れ
、
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
カ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

１
月
１
日
付

け
で
、
永
岡
圭

一
さ
ん
が
人
権

擁
護
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し 永

岡
圭
一
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

人権た
。
任
期
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を
経

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
で
、

町
内
で
は
７
人
の
委
員
が
人
権
相
談
や
人

権
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談
日
時
▼

毎
月
第
３
水
曜
日　

９
時
～
12
時

※
今
月
は
、
２
月
20
日
（
水
）
に
実
施
。

場
所
▼
有
田
町
西
公
民
館
中
会
議
室
お
よ

び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
青
少
年
相
談
室

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４
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町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月

　

今
年
度
は
、
佐
賀
県
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
ア
バ
ン
セ
）、
町
生
涯
学
習
課
、

町
公
民
館
の
３
者
共
同
で
、
課
題
解
決
支

援
講
座
「
遊
び
の
楽が
っ

校こ
う 

in 
あ
り
た
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
育
て
す
る
幸
せ
を
念
頭
に

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
探
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
み
ん
な
で
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
く
学
び
な
が
ら
地
域

の
子
ど
も
を
育
て
、
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
「
わ
く
わ
く

子
ど
も
横
丁
」
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

向
け
の
遊
び
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
物
作
り
、
昔
遊
び
、
体
遊

び
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
実
際
に
体
験
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
北
館

　
　
　

２
階
～
４
階

入
場
料
▼
無
料 楽

し
い
遊
び
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

「
わ
く
わ
く
子
ど
も
横
丁
」
を
開
催
し
ま
す

子ども
イベント

内
容
▼

・ 

昔
遊
び
（
竹
馬
乗
り
、
お
手
玉
な
ど
）

・ 

物
作
り
（
プ
ラ
バ
ン
チ
ャ
ー
ム
、
牛
乳

パ
ッ
ク
竹
ト
ン
ボ
作
り
、
割
り
ば
し
鉄
砲

と
的
あ
て
な
ど
）

・ 

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
（
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
）

・ 

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り

・ 

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
そ
う

・ 

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト　

な
ど

詳
し
く
は
▼

・ 

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ア
バ
ン
セ
）

☎
０
９
５
２
・
25
・
７
２
３
６

・ 

生
涯
学
習
課　
　
　

☎
43
・
２
３
１
４

有田陶磁美術館 休館のお知らせ
　有田陶磁美術館（有田町大樽 1 - 4 - 2）は、隣接す

る旧有田商工会議所の解体工事に伴い、１月 14 日
（月）～３月 15 日（金）の日程で長期休館します。

　ご不便をおかけしますが、皆さまのご理解とご

協力をお願いします。

詳しくは▶有田町歴史民俗資料館　☎ 43・2678

　

学
校
が
早
く
終
わ
る
水
曜
日
の
放
課

後
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
的
で
子
ど
も
好
き
な
方
、
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

教
室
の
見
学
も
可
能
で
す
。
一
度
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
会
い
に
来
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

職
種
▼
協
働
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

人
員
▼
各
小
学
校
区
３
～
５
人

年
齢
・
資
格
▼
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活

動
で
き
る
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
や

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時
▼
毎
週
水
曜
日

　
　
　

14
時
30
分
～
17
時
（
下
校
終
了
後
）

※
長
期
休
暇
中
を
除
く
。

期
間
▼
５
月
～
翌
年
２
月

謝
金
▼
１
時
間
あ
た
り
７
０
０
円

場
所
▼
お
住
ま
い
の
校
区
の
小
学
校
内

内
容
▼
工
作
や
運
動
、
宿
題
な
ど
、
活
動

の
見
守
り
や
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申
込
方
法
▼
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で
お

放
課
後
子
ど
も
教
室

協
働
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集
!!

放課後
子ども
教室

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

▲曲川小学校「さくらキッ
ズ」での石垣だんご作り
の様子
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平成 31 年度の奨学金貸付を行います

町は、社会に貢献できる優秀な人材を育成するこ
とを目的として、心から学びたいと思っている

優秀な学生や生徒に対して奨学金貸付制度を行って
います。

対  象  者▶保護者が町内に住民登録を有し、学資の支
　　　　　弁が困難と認められる方。
申請方法▶申請書に必要事項を記入し、必要書類を添
　　　　　付して学校教育課に提出してください。
受付期間▶３月１日（金）〜 28 日（木）
貸付決定▶審査委員会で審査を行い、４月末までに保
　　　　　護者にお知らせします。

申請に必要な書類▶
① 奨学金（育英資金）貸与申請書
② 家庭調書
③ 成績証明書（直前に卒業した学校が発行したもの）

④ 保護者および連帯保証人の町税完納証明書
⑤ 世帯全員の所得証明書（平成 29 年分の所得証明およ　

　　　び平成 30 年分の確定申告の写しまたは源泉徴収票）

⑥ 進学先の合格証明書（コピー）

　 在学中の方は在学証明書および成績証明書
※ ①②は学校教育課、④⑤は税務課で受け取ってく 

　ださい。
詳しくは▶学校教育課　☎ 43・2324

江副奨学金有田町ふるさと奨学金

奨学金の種類 高校・高専 短大・専修学校 大学 定員

貸  付  金  額

有田町ふるさと奨学金 月額 20,000 円 月額 50,000 円 若干名

竹内昌三育英資金 ― ― 月額 50,000 円 若干名

江副奨学金
（※ 理工系に限る）

月額 20,000 円 ― 月額 50,000 円 １人

有田ロータリークラブ
福島奨学金

― 月額 50,000 円 １人

貸  付  方  法 毎年度２回（５月・９月）指定口座へ振り込み

貸  付  期  間 貸付開始の月から正規の卒業の月まで

償  還  期  間
（据え置き期間を含む）

高校・高専　　 … 貸与が終了した翌月から５年以内
短大・専修学校 … 貸与が終了した翌月から７年以内
大学　　　　　 … 貸与が終了した翌月から 10 年以内

据え置き期間 １年以内

【 奨学金の貸し付け内容 】

有田ロータリークラブ福島奨学金竹内昌三育英資金
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学
校
給
食
用
食
材
に
関
す
る

納
入
業
者
の
登
録
に
つ
い
て

　

児
童
・
生
徒
へ
安
全
で
安
心
な
食
を
提

供
し
、
地
場
産
の
食
材
を
通
し
て
地
域
の

産
業
や
生
産
の
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
で

食
育
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
内
の
学
校
給

食
用
食
材
は
、
納
入
業
者
登
録
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
お
よ
び
こ
の
制
度
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
平
成
31
年
度
納
入
業

者
登
録
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
書
類
▼

・ 

納
入
業
者
登
録
申
請
書
（
学
校
教
育
課

納入
業者
登録

に
備
え
て
い
ま
す
）

・ 

町
税
納
入
証
明
書

・ 

食
品
衛
生
監
視
票

・ 

従
業
員
の
検
便
検
査
結
果
表

・ 

肉
魚
介
類
販
売
許
可
書
の
写
し    

な
ど

提
出
期
間
▼
２
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）

提
出
先
▼
学
校
教
育
課

（
〒
８
４
４
・
０
０
１
８ 

有
田
町
本
町
丙

１
１
０
２
・
２ 

有
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
バ

イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
・
盗
難
な
ど
で
す
で
に
所
有
さ
れ

て
い
な
い
方
や
所
有
者
が
変
わ
っ
て
い

る
の
に
ま
だ
名
義
変
更
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
は
３
月
末
ま
で
に
！

軽自
動車

さ
れ
な
い
場
合
は
、
翌
年
度
の
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
廃
車
な
ど
を
業
者
に
依
頼
さ
れ
た

場
合
は
、
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

税
務
課　

軽
自
動
車
税
担
当

☎
46
・
２
７
３
６

車　種 手続き場所

原動機付自転車
（125cc 以下）

◆有田町役場税務課
　☎ 46・2736
　ナンバープレートと申請者の印鑑
　をお持ちください。
　※東出張所での受け付けはできま

　せん。

原動機付自転車ミニカー

小型特殊自動車
（トラクター・フォーク

リフトなど）

軽自動車四輪

◆佐賀県軽自動車協会
　☎ 0952・30・8442
　佐賀市若楠２- 10 - ７

◆伊万里自家用自動車協会
　☎ 23・7151
　伊万里市二里町八谷搦 1185 - ２
　※ 届出代行機関のため、手数料が
　　必要となります。

軽自動車二輪
（125cc 超 250cc 以下） ◆佐賀運輸支局

　☎ 050・5540・2082
　佐賀市若楠２- ７- ８小型自動車二輪

（250cc 超）

※手続きの詳細については、それぞれの窓口までお問い合わせ
ください。

■廃車・名義変更などの手続き窓口

■  町交際費 12 月 ■

項　目 金　額 備　考

会　費 11,000 円
佐賀県陶芸協会年末親睦総会
会費ほか１件

合　計 11,000 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と
金額をお知らせします。

■  ふるさと納税   ■

　   件　数 　　金　額
平成 30 年 12 月分 15,257 件 482,587 千円　
平成 30 年度累計 28,992 件 903,457 千円　

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更にな
り、累計が合わないことがあります。

 詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

ARITA 2019.215



■採用試験
試 験 日▶２月 19 日（火）

試験会場▶特別養護老人ホーム「くにみ」

試験内容▶作文、面接

■受付期間
２月１日（金）〜 15 日（金）

※郵送の場合は、２月 15 日（金）の消印があるもの

まで有効。

■受付時間
８時 30 分〜 17 時 15 分

※土曜・日曜、祝日を除く。

■試験区分・採用予定人数・受験資格

■申込書・試験案内の請求
・ 試験案内および申込書は、特別養護老人ホーム「く

にみ」で配布します。

・ 郵送での資料請求は、封筒に「採用試験申込書請求」

と朱書きし、120 円切手を貼った宛先明記の返信用

封筒（Ａ４サイズ）を同封してください。

■申し込み・問い合わせ先
〒 849-4153

有田町立部乙 2460 番地

特別養護老人ホーム「くにみ」

☎ 46・4181

試験区分 採用予定 年齢制限 受験資格など

介護職 若干名
平 成 ３ 年 ４ 月 ２ 日

以降に生まれた方

ヘルパー２級以上もしくは介護福祉士の資格を有する方、また

は平成 30 年度実施の介護福祉士国家試験により資格取得見込み

の方

平成 31 年４月１日採用
特別養護老人ホーム「くにみ」職員採用試験を実施します

職員
採用

■採用試験
試 験 日▶２月 28 日（木）

試験会場▶伊万里有田共立病院

試験内容▶適性試験、作文、面接

■受付期間
２月１日（金）〜 21 日（木）

※郵送の場合は、２月 21 日（木）の消印があるもの

まで有効。

■受付時間
８時 30 分〜 17 時 15 分

※土曜・日曜、祝日を除く。

■試験区分・採用予定人数・受験資格

■申込書・試験案内の請求
・ 試験案内および申込書は、伊万里有田共立病院事務

所で配布します。

・ 郵送での資料請求は、封筒に「採用試験申込書請求」

と朱書きし、120 円切手を貼った宛先明記の返信用

封筒（Ａ４サイズ）を同封してください。

■申し込み・問い合わせ先
〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地

伊万里・有田地区医療福祉組合

伊万里有田共立病院　事務局　企画管理係

☎ 46・2121　　FAX 46・2123

※詳しくは、伊万里有田共立病院ホームページの採用試験案内をご覧ください。

試験区分 採用予定 年齢制限 受験資格など

薬剤師 ２人程度
昭和 39 年４月２日

以降に生まれた方

薬剤師の免許取得者または平成 31 年３月 31 日までに免許取得

見込みの方

平成 31 年４月１日採用
伊万里有田共立病院  職員採用試験を実施します

職員
採用

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

ARITA 2019.2 16



第
49
回
日
本
少
年
野
球
全
国
春
季
大
会
西
九
州
支
部
予
選

西
松
ボ
ー
イ
ズ 

重
量
打
線
を
武
器
に
躍
動

スポーツ
　

11
月
18
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
「
第
49

回
日
本
少
年
野
球
全
国
春
季
大
会
西
九
州

支
部
予
選
」
が
佐
世
保
市
で
開
催
さ
れ
、

西
松
ボ
ー
イ
ズ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
か
ら
11

チ
ー
ム
が
出
場
。
西
松
ボ
ー
イ
ズ
は
初
戦

の
南
長
崎
ボ
ー
イ
ズ
を
６
対
２
で
下
す

と
、
準
々
決
勝
の
佐
賀
玄
海
ボ
ー
イ
ズ
戦

を
エ
ー
ス
片
渕
優
斗
く
ん
（
西
有
田
中
２

年
・
北
ノ
川
内
）
の
力
投
や
ホ
ー
ム
ラ
ン

な
ど
で
、
５
対
２
で
勝
利
。
続
く
準
決
勝

の
諫
早
ボ
ー
イ
ズ
戦
も
安
定
し
た
試
合
運

び
で
９
対
２
で
勝
利
し
、
決
勝
へ
。

　

決
勝
は
黄
城
ボ
ー
イ
ズ
と
の
試
合
と
な

り
、
先
制
点
を
許
す
も
片
渕
く
ん
の
特
大

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
５
対
２
で
勝
利
し
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
西
松
ボ
ー
イ
ズ
は

３
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
埼
玉
県

を
中
心
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

　

佐
藤
祐
二
監
督
（
広
瀬
山
）
は
大
会
を

振
り
返
り
、「
投
打
が
き
っ
ち
り
か
み
合

っ
て
く
れ
た
。
特
に
打
撃
は
好
調
で
、
切

れ
目
の
な
い
打
線
は
ど
こ
か
ら
で
も
得
点

を
狙
え
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

攻
守
と
も
に
活
躍
し
た
片
渕
く
ん
は

「
４
番
打
者
の
選
手
が
体
調
を
崩
し
て
い

た
の
で
、
自
分
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
て
よ
か
っ
た
。
３
月

の
全
国
大
会
に
向
け
て
、
足
腰
を
鍛
え
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
に
は
、
松
尾
佳
昭
町
長
を
表

敬
訪
問
し
、
優
勝
お
よ
び
全
国
大
会
出
場

を
報
告
。
松
尾
町
長
は
「
有
田
を
代
表
し

て
全
国
大
会
で
も
頑
張
っ
て
」
と
選
手
を

激
励
し
ま
し
た
。

▲西松ボーイズに所属する町内在住選手は次の７人です（順不同）。
　片渕優斗くん、金ヶ江将豊くん（泉山）、藤光乃祐くん（大木宿）、

藤壮市朗くん（大木宿）、渕上武寛くん（広瀬山）、佐藤倫平くん（上
山谷）、木寺大空くん（仏ノ原）

介
護
保
険
住
宅
改
修
受
領
委
任
払
い
取
扱
い

事
業
所
登
録
に
係
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

介護日
時
▼
３
月
22
日
（
金
）　

15
時
～
16
時

場
所
▼
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

対
象
者
▼
平
成
31
年
度
介
護
保
険
住
宅
改

修
受
領
委
任
払
い
取
扱
い
事
業
所
登
録
を

希
望
す
る
事
業
所
の
従
業
員
、
ま
た
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
住
宅
改

修
申
請
書
を
作
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
方

申
込
方
法
▼
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
担
当

へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
資
料
は
当
日
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
研

修
会
終
了
後
、
登
録
に
係
る
申
請
書
一

式
を
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
に
登
録
さ
れ
た
事
業
所

で
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
登
録
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
本
研
修
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
担
当　
　
　

☎
43
・
２
１
７
９

add kenko@
tow

n.arita.lg.jp

会議

町
内
体
育
施
設
の

利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
31
年
度
に
町
内
の
体
育
施
設
（
学

校
施
設
は
除
く
）
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
日
程
調
整
を
行
う
た

め
、
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と
な
る
大
会
▼

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県
大
会
、
全
町

規
模
の
大
会
、
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
規

模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
は
、
大
会
の
内
容
、
規
模

な
ど
に
よ
り
調
整
し
決
定
し
ま
す
。
町

主
催
の
行
事
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
「
利
用
希
望
申
請
書
」
に
ご

記
入
の
上
、
２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
請
を
さ
れ
た
方
に
別
途
ご
案
内

し
ま
す
（
申
請
書
提
出
後
、
日
程
調
整

の
必
要
が
な
く
、
会
議
を
実
施
し
な
い
場

合
も
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
）。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

町からのお知らせ行政ナビ２ 町からのお知らせ行政ナビ月
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アリタカラ通信　- No. 20 -

毎月、地域おこし協力隊の活動をお届けします。今月は上野菜穂子さんのコラムです。

空き家を活用しませんか？

　私は普段、大樽地区にある「まちのオフィス春

陽堂」に常駐し、空き家や移住の相談を受け付け

ています。春陽堂には、空き家を探しているとい

う方の問い合わせがあります。多いのが、窯や作

業場のついた住居をお探しの方です。それから、

今は近隣の市町や借家で暮らしているけれど、よ

い物件があれば移り住みたいという若い家族も多

いです。また、お店を出したいので空き店舗を探

しているという方もいます。このように空き家を

求めている人が一定数いるにもかかわらず、残念

ながら、紹介する物件の数や選択肢がそれほどあ

りません。

　春陽堂では、毎月１回、「空き家・空き店舗見

学ツアー」を開催し、空き家を探している方たち

をお連れして、町内の空き物件を見学しています。

実際にこのツアーに参加して、空き家を購入され

た方もいます。

　空き家をお持ちで売りたい、貸したいと思って

いる方、活用したいけれどどうしてよいかわから

ないという方、春陽堂にお気軽にご相談ください。

　また、空き家をお探しの方も、空き家見学ツア

ーに参加してみませんか。空き家を見るポイント
が分かったり、

他 の 見 学 者 と

情 報 交 換 が で

き る と い っ た

メ リ ッ ト が あ

りますよ！

詳しくは▶まちのオフィス春陽堂　☎ 25・9230

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  93

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

有田・マイセン友好関係　40 歳のお誕生日おめでとう！

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業のア
ーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共同設
立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学校で講
師を務める。

　1979 年２月９日に有田とマイセンの姉妹都市関係

が締結されてから、40 周年を迎えます。これまで関

わられた全ての方々のおかげで、記念すべき年を迎え

ることができました。姉妹都市関係締結に貢献した有

田の７人の侍に感謝申し上げます。1994 年には、マ

イセン・有田友好協会が創立されて青少年交流も始ま

り、両者の交流はより活発になりました。

　また、１月 14 日から 18 日にマイセンを訪れてく

ださった松尾佳昭町長、松尾文則議長、それに商工観

光課の淵敦子副課長にも感謝いたします。新年会をは

じめ、すばらしい経験がたくさんでき、記念イヤーを

楽しくスタートさせることができました。

　９月 27 日から 29 日に行われる「マイセンワイン

フェスタ」には、友好関係 40 周年

を記念して、有田から 30 人の方を

お招きし、有田焼の展示会や皿踊

りの披露をしていただく予定とな

っています。また、10 月 18 日から 28 日には、有田

で第 28 回青少年交流が行われます。

　記念すべき年をみんなで盛り上げていきましょう！

▲１月 15 日の新年会にて、（左から）淵副課長、松尾議長、
松尾町長、オラフ・ラシュケ マイセン市長、八木毅 駐
ドイツ日本大使、カイ・レオンハートさん
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有田町の国際交流員、ヴィンセント・ポール・ホイザさんのコラムです。

No. ５

花火の
楽しみ方

　特別な行事の際に花火をする風

習は世界各地に存在しますが、場

所や文化的な背景によって花火を

する季節や方法が異なります。

　日本の花火大会は７月～８月に

集中し、夜空を照らすきれいな花

火を家族や友人と一緒に見るのが

日本の文化の一つであると言える

でしょう。 また、打ち上げ花火

だけではなく、線香花火も多くの

人に楽しまれる習慣です。特に、

お盆に先祖の霊を慰めるために

行う「鎮魂花火」は花火の歴史

や文化と深くかかわっています。

　一方、ドイツでの花火といえ

ば、夏ではなく、大晦日が思い

浮かびます。この習慣は元々、

うるさくて明るい花火を打ち上

げることで悪魔を追い払うとい

う意味があります。今では、打

ち上げ花火は新年を迎えるため

のイベントとして楽しまれてお

り、大晦日の夜に限って個人で

打ち上げ花火をしてもよいと決

められています。お店では 12 月

28 日～ 31 日の期間のみ打ち上

げ花火が販売されています。

　個人で打ち上げ花火をするの

はきれいで楽しいですが、問題

点もあり、最も問題視されている

のはけがの危険です。打ち上げ失

敗が原因で、死傷者が出たり、火

の粉が建物や山に落ちて大火事

となったニュースもよく聞きま

す。さらに騒音問題や環境問題も

深刻で、この１日で排出される二

酸化炭素は、国内の交通による排

気量の約２カ月分に相当するそ

うです。ドイツ国内で大晦日の花

火に費やした合計金額は約 160

億円とも言われていて、無駄だと

指摘する声も高まっています。

　個人的にはこの習慣が廃れて

ほしくないとも思いますが、日本

のように打ち上げ花火はプロに

任せて、個人で楽しむには線香花

火などで充分だと思います。

ドイツ
Reporter

詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

　昨年６月は日照時間が長く、気温も全国的に高かっ

たため、今年の花粉量は過去 10 年の平均と同じくら

いか、やや多くなると予想されています。

　佐賀県の今年の花粉飛散開始時期は２月上旬～中

旬頃となっていますので、花粉が飛び始めるこの時期

に花粉症対策を確認しましょう。

●マスク NG 行動

　マスクは正しくはめていないと、効果が大幅に減少

します。NG な行動がないか確認してみましょう。

▢ 一度つけたマスクを顎にかける

→ 一旦マスクを顎にかけると、顎部分に付いていた

花粉がマスクの内側についてしまいます。

□ マスクから鼻が出ている

→ 鼻から花粉が入ります。針金部分を鼻の形にぴっ

たり合わせましょう。

□ ゴムひもがゆるい

→ 顔周りの隙間ができ、花粉が侵入します。

花粉シーズン到来！
～花粉症対策をしませんか～

※マスクを外すときはゴムひものみを触り、外した

後はしっかりと手を洗いましょう。

●上手な服選び

　花粉症対策の第一歩は、まず花粉を寄せ付けないこ

とです。羊毛などのセーター類は花粉が付着しやすく、

綿や化学繊維などは付着しにくいと言われています。

●バランスの良い食事を

　サバやイワシなどの青魚に含まれる DHA には、花

粉症の原因であるアレルギー物質を抑える働きがあ

ります。青魚以外にも、ビタミン A・C・E を含む緑

黄色野菜や果物などをバランス良くとりましょう。

●花粉症かなと思ったら

　花粉の飛散開始前や軽症の段階で薬物治療を始め

ることで、症状を軽減することができます。日常生活

に支障が出たら医療機関（耳鼻科、アレルギー科、内科

など）を受診するタイミングです。薬局などで薬を購

入する際には薬剤師に相談しましょう。
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安心で豊かな老後を

農業者年金 国が支える
　安心が大きくなる

■
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
加
入
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配

偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
家
族
農
業
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

■
年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
に
運
用
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
に
強
い
年
金
で
す

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら
れ（
月

２
万
円
～
６
万
７
千
円
）、
経
営
の
状
況

や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

障
付
き
で
す

　

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

年
金
相
当
額
を
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

農業者年金は、農業者の老後の生活の安定とと
もに、認定農業者など一定の条件を満たす農

業者の保険料補助（政策支援）を通じて担い手の確

あなたの老後生活への備えは十分ですか？

■
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

方
や
、
そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
月

額
最
高
１
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

年金は家族一人ひと
りについて準備する
ことが大切です！

老後の備えは国民
年金プラス農業者
年金が基本です！

保・育成を図る政策年金です。
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農業委員会からのお知らせ

詳しくは

▲

農業委員会事務局（農林課）
 ☎ 46・5616

独立行政法人農業者年金基金
☎ 03・3502・3942

http://www.nounen.go.jp/

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
転
用
許
可

申
請
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
申

請
農
地
の
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
毎
月

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
改
正
さ
れ
た
農

地
法
に
従
い
、
遊
休
農
地
や
農
地
の
無

断
転
用
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
年

間
を
通
し
て
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
に
よ
る
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
地
は
大
切
な
食
料
の
供
給
基
盤
で

す
。
一
度
農
地
以
外
に
転
用
す
る
と
元

に
戻
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
違

反
転
用
な
ど
に
つ
い
て
は
罰
則
も
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

【（
例
）
違
反
転
用
は
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
】

　

無
断
転
用
や
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計

画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事

の
中
止
や
現
状
回
復
の
命
令
が
出
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
所
有
の
農
地
で

も
許
可
な
く
転
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

食
料
自
給
力
を
高
め
、
食
の
安
全
を
保

障
す
る
た
め
、
優
良
な
農
地
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
の
受
け
付
け

は
、町
の
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
〔
農
地
法
３
条
許
可
〕

耕
作
目
的
の
農
地
の
権
利
移
動

◎
〔
農
地
法
４
条
許
可
〕

自
己
所
有
の
農
地
を
宅
地
、
駐
車
場
、

植
林
地
な
ど
へ
転
用

◎
〔
農
地
法
５
条
許
可
〕

宅
地
化
な
ど
へ
の
転
用
目
的
で
農
地
を

非
農
家
な
ど
へ
権
利
移
動

農地パトロール

農地転用の相談は農業委員会へ
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　高齢者虐待が生じる背景には、養護者（介護者）が介護により心身共に
疲労し、追い詰められていることが挙げられます。

認知症がある

高齢者を

介護している

介護をする人へ
～介護を頑張りすぎていませんか？～

地域の人へ
～周りにこんな人はいませんか？～

介護者に病気や

障害がある

近所付き合い

がない

誰もが
直面するかもしれない

問題です

経済的に

困窮している

介護の負担を

１人で

抱えている

身近に頼れる

家族がいない

●たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負

わせるなど

●ベットに縛り付けたり、意図的に薬を過剰

に与えたりするなど

●排せつなどの失敗に対して高齢者に恥をか

かせるなど

●子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口

を言う、無視するなど

●懲罰的に下半身を裸にして放置するなど

●性的行為を強要するなど

●日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせ

ないなど

●本人の年金、貯金などを本人の意思・利益

に反して使用するなど

●空腹、脱水、栄養失調の状態のままにする

など

●おむつなどを放置する、劣悪な状態や住環

境の中に放置するなど

高齢者にやさしい町づくり
～ みんなで防ごう　高齢者虐待 ～

№125地域包括支援センターだより

このような行為は
虐待に当たります

身体的虐待

介護・世話の放棄・放任

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待
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高齢者の虐待に気づいたら

地域包括支援センターってどんなところ？

　虐待を防ぐためには、私たち 1 人ひとりの小さな「気づき」が大切です。虐待に気づいた人に

　地域包括支援センターは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心となって、高

齢者の方々やその家族の方々を支える機関です。虐待の早期発見・防止、高齢者の人権や財産を

守る取り組み、介護・福祉・健康・医療など、さまざまな支援を包括的・継続的に行っており、

どのような相談にも対応します。

　行政機関、保健所、医療機関、介護サービス事業所、警察など適切な機関と連携して、相談内

容の解決に努め、地域の高齢者や家族を支えます。

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

●所在地

有田町南原甲 664 番地４

（福祉保健センター内）

●受付時間

月～金曜日（土曜・日曜、祝

日を除く）

８時 30 分～ 17 時 15 分

●連絡先

☎ 43・2196

有田町地域包括支援センター
（有田町役場　健康福祉課）

よろずや相談所

は通報義務があります。虐待を止めることは、虐待をしている養護者のためにも

必要なことです。気掛かりなことがありましたら、有田町地域包括支援センター

へご連絡ください。

　守秘義務により、誰が連絡・通報したかが周囲に漏れることは決してありません。

安心して連絡ください。



第１回 支え愛有田
~ 高齢者 知って得する祭

さい

~

２月 17 日 ㈰ 
 10 時～ 13 時
有田町福祉保健センター

　地域の高齢者を中心として支え合いの体制づくりを行うことを目的に、高齢者が知って
いたら得するような情報の提供や交流を図るための催しです。ふるってご参加ください。
高齢者以外の方も大歓迎です。

団体活動発表コーナー
●老人クラブ

●各種ボランティア団体

●シルバー人材センター　など

伊万里有田消防組合や伊万里警察署有田幹部

派出所による講話もあります。

行政相談コーナー
●介護に関するお悩み

●認知症に関するお悩み

●独居のお悩み

このほか

●高齢者に優しい住宅リフォームに関する相談コーナー
●楽しい寄せ植えコーナー（無料・先着 24 人）

●販売コーナー（野菜・パン・弁当など）

●佐賀大学のリハビリ専門職による「あなたの歩き方チェックします！」のコーナー（無料）

など、楽しいイベント盛りだくさん！

※サービス販売事業者も多数参加される予定となっており、当日は、購入・契約ができるものもあります。

※天候などにより中止する場合は、防災行政無線でお知らせします。また、イベントの内容を変更する場合

もありますので、あらかじめご了承ください。

介護用品の展示販売コーナー
●補聴器（無料検査）

●つえ・手すり・歩行器

主催▶有田町生活支援体制整備推進協議会　　共催▶有田町社会福祉協議会・有田町
お問い合わせ▶有田町社会福祉協議会　☎ 41・1315
　　　　　　　健康福祉課　介護担当　☎ 43・2179

日時

場所

生活支援サービスの紹介と相談のコーナー
●宅配弁当・緊急通報システム

●社協地域支援まごの手事業

　登録・依頼

●デマンドタクシー・

　コミュニティバス利用

先着 100 人に
終活ノートを
プレゼント！



イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
社協福祉のつどい ３（日） ９時 30 分～ 福祉保健センター
社協つどい場
おしゃ Very カフェ

４（月）
18（月）

11 時～ 15 時
老人福祉センター

「ちとせ」
子育てサロン

「ちろりん村」
第１～４
火曜日

10 時 30 分
～ 15 時

老人福祉センター
「ちとせ」

第 15 回有田雛の
やきものまつり

９（土）～ 3/17（日）
町内各所、有田
館、アリタセラ

第 59 回郡市対抗
県内一周駅伝大会

15（金）
～ 17（日）

９時～ 県内一円

リサイクルデー
17（日） 泉山防災広場、立部リサイクルステ

ーション、有田町リサイクルプラザ９時～ 11 時

確定申告

18（月）～ 3/15（金）　９時～ 16 時
※ 3/3（日）以外の土曜・日曜を除く。

（東地区）…生涯学習センター南館１階講習室
（西地区）…役場１階町民ロビー

女性フェスタ in 有田 3/3（日） 10 時～ 焱の博記念堂

暮らしのカレンダー　  2019 年２月

休日医
伊万里休日急患医療センター  　　　　　　 　   ☎ 23-9910

納付のお知らせ    　　詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736

▼税目名
▼納期限・
　口座振替日

▼日（曜）

固定資産税
第４期納期限 28（木）
口座振替日 25（月）

国民健康保険税
第９期納期限 28（木）
口座振替日 25（月）

後期高齢者医療保険料
介護保険料

第８期納期限 28（木）
口座振替日 25（月）

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号
３（日） 岡本歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-8744
10（日） イワサキ歯科医院（桑古場） ☎ 43-2611
11（月） 浦上歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-9100
17（日） 堀江歯科診療所（伊万里市脇田町） ☎ 23-1188
24（日） 小野歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2066
3/3（日） 麻生歯科医院（伊万里市新天町） ☎ 23-2221

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考
Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満
四種混合（百日咳 ･ ジフテリア
･ 破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 24 年４月２日～

平成 25 年４月１日生まれ
日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満
日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満
２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

成人用肺炎球菌

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

今年度（平成 31 年３月 31 日までに）、65 歳・
70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・
100 歳で過去に接種したことがない方

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

20（水） 10 時～ 12 時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 冨永 ( ☎ 22-2312)
こころと
からだの相談日

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

福祉保健センター
※ 11（月）はお休み

消費生活相談 火・木
９時～ 12 時、
13 時～ 16 時 30 分

年金相談
（要予約）

13（水） 10 時～ 15 時 東出張所
予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談
月～金

８時 30 分～
17 時 15 分

障害者生活支援センター
（☎ 23-3512）

発達障害児（者）
相談（要予約）

７（木）
21（木）

10 時～ 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 090-6296-7550）

視覚障害児（者）
相談

月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談
（要予約）

26（火）
９時～ 16 時　　　　役場１階町民ロビー内

（12 時～ 13 時は除く）   ミーティングルーム
予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 20（水） ９時～ 12 時
有田町西公民館 中会議室
生涯学習センター 青少年相談室

心配ごと相談 19（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館
法律相談

（要予約）
19（火）

13 時～ 16 時 有田町社協会館
予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

労働相談 15（金） 17 時～ 19 時 有田地区労働会館（☎ 42-2448）

家計の困りごと
相談会（要予約）

15（金） 10 時～ 16 時 東出張所
※予約は前日 16 時までに、グリーンコープ生協
　さがへ（☎ 0952-36-8402）

オストメイト相談
会＆情報交換会

28（木）
９時 30 分～ 12 時　伊万里市民交流プラザ
日本オストミー協会 古賀（☎ 090-4510-7503）

東出張所（☎ 43-2105）
※予約者を優先します。

保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

母子手帳交付と母親学級 妊婦
４（月）・12（火）・18（月）・
25（月）・3/4（月）

16 時～ 16 時 15 分（17 時まで）

母と子の広場 乳幼児と保護者 18（月）・25（月） （10 時～ 12 時）
れんげのつどい 乳幼児と保護者 ４（月）・3/4（月） （10 時～ 12 時）
４カ月児健診 平成 30 年 10 月生まれ 26（火） 13 時～ 13 時 30 分
７カ月児健診・ＢＣＧ接種 平成 30 年７月生まれ 19（火） 13 時～ 13 時 30 分
12 カ月相談 平成 30 年２月生まれ 26（火） ９時～ 11 時
１歳半児健診 平成 29 年６月 15 日～７月 14 日生まれ 12（火） 12 時 45 分～ 13 時 15 分
２歳児相談 平成 29 月１月生まれ 19（火） ９時～ 11 時
３歳半児健診 平成 27 月６月生まれ ７（木） 12 時 45 分～ 13 時 15 分
健康トレーニング体験教室 町内在住の方 １（金） 事前に予約が必要です

※ 11（月）はお休み

※ 11（月）はお休み
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン市

町
交
通
災
害
共
済住

民
環
境
課

　

交
通
災
害
共
済
は
、
万
が
一
自
動

車
事
故
な
ど
の
交
通
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
共
済
期
間
中
に
ほ
か
の
町

へ
転
出
さ
れ
て
も
、
期
間
満
了
ま
で

は
効
力
が
あ
り
ま
す
。

加
入
資
格
▼
有
田
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方
で
す
。
就
学
の
た
め
に

町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

も
、
家
族
が
町
内
に
住
民
登
録
を
し

て
い
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
▼
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

※
途
中
か
ら
加
入
す
る
と
き
も
同
額
。

共
済
期
間
▼
２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
２
０
２
０
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
者
は
申
込
日
の
翌
日
か

ら
で
す
。

見
舞
金
▼
最
高
１
０
０
万
円
で
、
ほ

か
の
保
険
や
賠
償
、
自
損
に
関
係
な

く
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
加
入
者
が
、
共
済
期
間
中
に
交
通

事
故
な
ど
で
医
師
の
治
療
を
10
日

以
上
受
け
た
場
合
に
は
、
事
故
の

日
か
ら
２
年
以
内
に
住
民
環
境
課

ま
た
は
東
出
張
所
ま
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
援
助
一
時
金
▼

こ
の
共
済
に
加
入
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た

場
合
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も

に
一
時
金
（
１
人
に
つ
き
10
万
円
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
▼

各
世
帯
へ
配
布
す
る
加
入
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え

て
、
住
民
環
境
課
、
東
出
張
所
ま
た

は
沖
縄
県
を
除
く
九
州
内
の
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
郵
便
局
の
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日
▼
２
月
１
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課

☎
46
・
２
１
１
４

西
松
ボ
ー
イ
ズ
部
員
募
集

西
松
ボ
イ
ー
ズ
球
団

　

西
松
ボ
ー
イ
ズ
球
団
は
、
町
内
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
中
学
生
硬
式

野
球
チ
ー
ム
で
す
。

　

土
曜
、
日
曜
に
は
体
験
入
部
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
入

部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼

小
学
６
年
生
（
町
内
外
問
い
ま
せ
ん
）

練
習
日
▼
月
曜
、
木
曜
以
外

練
習
場
所
・
時
間
▼

・ 

平
日

　

中
央
運
動
公
園　

17
時
～

・ 

土
曜
、
日
曜

　

赤
坂
球
場　

９
時
～
17
時

※
大
会
な
ど
で
練
習
場
所
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

部
費
（
月
額
）
▼
５
０
０
０
円

詳
し
く
は
▼

西
松
ボ
ー
イ
ズ
球
団
（
佐
藤
）

☎
０
９
０
・
２
７
１
７
・
１
０
５
０

第
33
回
卒
業
制
作
展
の
ご
案
内

有
田
窯
業
大
学
校　

　

今
年
３
月
で
閉
校
と
な
る
本
校
最

後
の
卒
業
制
作
展
。
卒
業
制
作
品
や

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
修
生
の
実
習

成
果
物
な
ど
、
約
１
２
０
点
を
展
示

し
ま
す
。

日
時
▼

２
月
19
日
（
火
）
～
24
日
（
日
）

９
時
～
17
時

場
所
▼
九
州
陶
磁
文
化
館

入
場
料
▼
無
料

詳
し
く
は
▼
有
田
窯
業
大
学
校

☎
42･

３
１
４
４

【有料広告】

弁護士　　鬼  橋  正  敏  （佐賀県弁護士会所属）

事務所　　〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663 - 2
　　　　  TEL ： 0954 - 22 - 6331　　
　　　　  FAX ： 0954 - 22 - 6332

弁護士法人

みどり法律事務所
Midori Law Office
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・ 東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

　開館時間：９時～18 時　　休館日：月曜日

・ 西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

　開館時間：９時～18 時　　休館日：火曜日

図書館からこんにちは

  おすすめの本 笹井宏之賞が創設されました

  ２月の開館時間・休館日

　有田町出身で、歌人の笹井宏之さんが亡くなられて

今年で 10 年。時を経ても変わらない、透明感あふれ

る作品は、今もファンを増やし続けています。

　㈱書
しょ

肆
し

侃
かん

侃
かん

房
ぼう

より、新たな才能発掘のため、その名

を冠した「笹井宏之賞」が創設され、第１回の受賞作

も決定しました。

「えーえんとくちから」
（笹井宏之 著 / 筑摩書房）

　2011 年に出版された同名の

作品集を再録。未発表のエッセ

イ、詩、俳句を新たに加え、発

表されました。

～永遠解く力を下さい～

　繊細なまなざしから生まれ

た、優しく強い言葉が詰まった

作品集です。（東・西図書館所蔵）

「一切なりゆき
～樹木希林のことば～」

（樹木希林 著 / 文藝春秋）

　名女優が残した、生と死、演

技や男と女についてなど、ユー

モアと洞察に満ちた言葉の数々

がまとめられています。

　年譜も収録され、樹木希林流

生き方が感じられる一冊です。

（東図書館所蔵）

　１月 25 日には、

笹井さんのお父さ

まで、碗琴奏者の

筒井孝司さん（泉

山・写真中央）が、「え

ーえんとくちから」

をはじめとする笹井さんの作品集を町内小・中学校６

校および東・西図書館に寄贈されました。

　この機会に、ぜひ手に取ってご覧ください。

　

あ
な
た
の
就
職
に
「
職
業
訓
練
」

を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
毎
月
、

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員
・
訓
練
期
間
▼

・ 

も
の
づ
く
り
ベ
ー
シ
ッ
ク
科 
15
人

　

４
月
３
日（
水
）～
７
月
24
日（
水
）

・ 

電
気
設
備
施
工
科　
　
　
　

15
人

　

４
月
３
日（
水
）～
９
月
30
日（
月
）

応
募
資
格
▼
求
職
者
の
方
で
、
受
講

意
欲
が
あ
り
公
共
職
業
安
定
所
長
よ

り
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
な
ど

を
受
け
た
方

申
込
方
法
▼
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
ご
相
談
の
上
、
応
募
書
類
を
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼

２
月
１
日
（
金
）
～
３
月
１
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

☎
０
９
５
２
・
26
・
９
５
１
６

平
成
31
年
４
月
入
所
生
を

募
集
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

実
施
検
診
▼

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

対
象
者
▼
次
の
①
②
に
該
当
す
る
方

①
県
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
女
性

　
（
39
歳
以
下
の
方
は
病
院
な
ど
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
年
齢
の
基
準
日
は
平
成
31
年
３
月

31
日
現
在
。

②
過
去
に
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
）
を
受
診
し
た
こ
と
が
な

い
方
、
ま
た
は
前
回
受
診
後
３
年

以
上
経
過
し
て
い
る
方

検
診
日
時
▼

・ 

３
月
２
日
（
土
）

　

８
時
30
分
～
10
時
30
分

・ 

３
月
３
日
（
日
）

　

８
時
30
分
～
10
時
30
分

検
診
会
場
▼
（
公
財
）
佐
賀
県
健
康

づ
く
り
財
団　

佐
賀
県
健
診
・
検
査

セ
ン
タ
ー　

女
性
検
診
エ
リ
ア

（
佐
賀
市
水
ケ
江
１
丁
目
12
・
10　

佐

賀
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
２
階
）

検
診
料
金
▼
無
料
（
自
己
負
担
な
し
）

定
員
▼
両
日
合
わ
せ
て
１
０
０
人

（
予
約
先
着
順
）

申
込
期
間
▼

２
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

乳
が
ん
の
無
料
検
診
を

実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）

（
公
財
）
佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団　

８
時
30
分
～
17
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

（
公
財
）
佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団

健
診
部☎

０
９
５
２
・
37
・
３
３
３
５
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依
存
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

佐
賀
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
薬
物
な
ど

の
依
存
症
で
お
悩
み
の
方
や
そ
の
ご

家
族
、
医
療
や
行
政
の
支
援
者
の

方
々
、回
復
方
法
を
知
る
機
会
で
す
。

　

参
加
費
無
料
、
お
申
し
込
み
不
要

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　

12
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所
▼
西
九
州
大
学　

神
埼
キ
ャ
ン

パ
ス　

３
号
館

（
神
埼
市
神
埼
町
尾
崎
４
４
９
０
・
９
）

内
容
▼

・ 

肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医
長
・
依
存
症
治
療

セ
ン
タ
ー
長　

武
藤
岳
夫

先
生
に
よ
る
講
演

　

テ
ー
マ
「
依
存
症
は
回
復

可
能
な
病
気
で
あ
る
」

・ 

依
存
症
当
事
者
や
家
族
の

体
験
談

・ 

自
助
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
初
め
て
の
参
加
・

見
学
可
能
）

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
２
・
73
・
５
０
６
０

　

ご
自
宅
で

不
要
に
な
っ

た
鯉
の
ぼ
り

を
ご
提
供
い

た
だ
け
ま
せ

鯉
の
ぼ
り
を
探
し
て
い
ま
す

有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク

ん
か
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
受
け

取
り
に
出
向
き
ま
す
。

持
込
期
限
▼
３
月
31
日
（
日
）

持
込
先
▼
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク

事
務
所
ま
た
は
売
店

詳
し
く
は
▼
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー

ク
（
伊
東
）   　
　

☎
41
・
０
０
３
０

※ 12 月 18 日から１月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。
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■   定住促進住宅  空室状況   ■
定住促進住宅（サンコーポラス有田）の入居者を募
集しています。空室の見学もできますので、入居や
見学を希望される方は建設課へご連絡ください。

詳しくは▶建設課　☎ 46・5615

【有料広告】

0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

皆さまのお宅まで光ファイバーをお届けします。
ケーブルテレビはもちろん、インターネットサービスも快適環境でご利用になれます。

ケーブルテレビ＋インターネット
ケーブルプラス電話＋インターネット ＝ au スマートバリュー

※スマートバリュー適応には、条件があります。ご確認ください。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者 地　区 
成富　礼（れい） 巧・佳子 上幸平
山領　柊貴（しゅうき） 修二・美貴 外尾山

保田　夢輝（いぶき） 真臣・ちあき 立　部
おくやみ（敬称略）
氏　名  　　年　齢           地　区
江上　好馬  　　８６ 泉　山
緒方　安俊  　　９３           岩谷川内
北島　輝次  　　９１           本　町
渕上　ヨシ子  　　９０           本　町
渕ノ上　トシ子  　１０１           丸　尾
富永　芳野  　　９４           南　山
江口　八郎  　　７８           代々木
筒井　勝見  　　８９           北ノ川内

人の動き 　　　　   平成 31 年１月１日現在
（前月比）

人　口   20,091 人 （－１０人）
男　性 9,399 人 （　＋４人）
女　性 10,692 人 （－１４人）
世帯数 7,822 世帯 （＋４世帯）

空室数　　　　　　　　〔１月末日現在〕

４室（１階：２室、４階：２室）　　　

古川学習研究会（古川塾）

TEL0955-46-2110
（自宅☎0956-30-8029）

有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生
中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
英語・数学・理科・内申点対策
公立高・高専受験対策
数学（学校の課題指導 他）
大学、専門学校受験対策

日本数学検定実施認定校

【有料広告】
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有田町黒川丙627－20（曲川小学校から徒歩3分）
☎090-7162-7577
指導者　林　企予子

公文式 曲川教室
く も ん し き まがり か わ きょう し つ

２月無料体験学習受付中
期間 ２月15日㈮～28日㈭

曲川小学校

小嶋内科様四季ありた様

くもん♪いくもん

筒井石油様

北ノ川内交差点

国道202号
至佐世保★教室の詳しい情報がご覧頂けます⇒

【有料広告】

【有料広告】

防災行政無線のメール登録をお願いします
防災行政無線を聞き逃した場合でも、
携帯電話に届くメールで内容を確認す
ることができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（ 携 帯 電 話 用 ）「http://www2.town.arita.saga.jp/
apmmail/mob/」から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。

お誕生日おめでとう☆３月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …３月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … ２月 12 日（ 火 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

１歳

平成 30 年２月 18 日 生まれ

圡
つち

本
もと

 瑛
えい

心
しん

 くん

（ 外尾山 ）

２月生まれお誕生日おめでとう

１歳

お誕生日おめでとう！いつも

元気いっぱいで毎日の成長が

平成 28 年２月 16 日 生まれ

古
ふる

川
かわ

 凛
り

乃
の

 ちゃん

（ 戸杓 ）

３歳

大
おお

串
ぐし

 虎
らい

弦
げん

　くん

平成 30 年２月３日 生まれ
（ 下山谷 ）

誕生日おめでとう♡

これからも元気 100% で

大きくたくましく育って

ね♡生まれてきてくれて

ありがとう！

平成 30 年２月 10 日 生まれ

こっちゃん、１歳のお誕

生日おめでとう☆

菅
すが

 詞
こと

葉
は

　ちゃん

（ 本町 ）

１歳

これからもたく

さんの可愛い笑

顔をみせてね♡

楽しみです！これからも、ご

飯いっぱい食べて心も身体も

ビッグな瑛心になってね！

３歳のお誕生日おめでと

う！凛乃の笑顔が大好き

です♥これか

らもたくさん

笑ってね！

棟
区画
棟
区画
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「この異常気象はどうなってるの？どうすればいいの？」
講 師：フリーアナウンサー／ 気象予報士／ アンガーマネジメントファシリテーター
　　　　　　　　　　　山本 耕一 氏 （やまもとこういち）

［開場］ 11:30 ［場所］ホワイエ・コンベンションホール（焱の博記念堂）
 ✿赤ちゃんはいはいレース ✿カフェ・リラクゼーションコーナー ✿お楽しみ抽選会

✿ステージイベント ✿スタンプラリー  ✿町内グループの活動紹介

［開場］ 9:30 ［開会］ 10:00～  ［講演］ 10:20～
［場所］ 有田町焱の博記念堂 文化ホール 

３/３㈰ 平成
31年

［主催］有田女性まつり実行委員会 TEL0955-46-2990　［共催］有田町

平成30年度 女性フェスタ講演会

1967年２月23日生まれ。フジテレビ系列・テレビ長崎アナウンサーとして「めざましテレビ」初代長崎リポーターを務める。
フリーに転身後、九州朝日放送お天気キャスター。気象予報士資格を取得。スカパー！でＪリーグサッカー実況。一般社団法人日本
アンガーマネジメント協会認定アンガーマネジメントファシリテーター。ヒューマンアカデミー福岡校・北九州校で発声指導など。
2017年より認知症の母の介護のため故郷・福岡県北九州市にUターン。メディア業務のかたわら、話し方研修、気象やアンガーマ
ネジメントに関する講演活動を行う。三児の父。

女
性フ
ス
タ

inエ
有
田

絆
〜
つ
な
げ
よ
う
未
来
へ
〜

国
際
女
性
の
日
に
よ
せ
て

イベント

入場
無料
入場
無料


